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計 （（（ （（0 （（ （（ （（（
こ
と
は
、
全
国
的
な
漢
学
塾
衰
退
の
趨
勢
）
11
（
と
軌
を
一
に
し
た
も
の
で
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
咸
宜
園
が
振
る
わ
な
か
っ
た
要
因
に
は
、
日
田
郡
の
地
域
性
も
関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
（
２
）
日
田
郡
民
の
教
育
要
求
度
　
日
田
郡
は
、
経
済
力
が
低
く
、
貧
富
の
差
が
大
き
い
地
域
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
明
治
一
四
年
に
お
い
て
同
郡
の
選
挙
権
所
有
者
（
直
接
国
税
納
入
額
五
円
以
上
）
の
人
口
千
人
比
は
大
分
県
下
最
低
で
あ
り
、
被
選
挙
権
所
有
者
（
直
接
国
税
納
入
額
一
〇
円
以
上
）
の
人
口
千
人
比
は
下
か
ら
二
番
目
と
い
う
低
さ
で
あ
っ
た
。
総
じ
て
富
裕
者
の
比
率
は
県
下
で
最
低
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
田
郡
で
は
早
く
か
ら
農
業
従
事
者
の
階
層
分
化
が
進
ん
で
い
た
。
一
六
年
の
自
作
農
家
は
二
六
％
、
小
作
農
は
二
三
％
、
自
小
作
は
五
一
％
で
あ
っ
て
、
小
作
の
割
合
は
県
下
平
均
の
二
倍
を
超
え
て
い
た
。
い
っ
ぽ
う
、
二
四
年
の
大
富
豪
（
市
町
村
税
賦
課
対
象
額
一
万
円
以
上
）
は
、
大
分
県
下
五
四
名
の
う
ち
日
田
郡
が
八
名
を
占
め
て
い
た
）
11
（
。
　
経
済
力
の
低
さ
は
劣
悪
な
就
学
状
況
に
結
び
つ
い
た
。
日
田
郡
の
学
齢
児
童
の
就
学
率
は
大
分
県
下
一
二
郡
で
最
低
で
あ
っ
た
。
明
治
二
〇
年
に
二
九
％
で
、
最
高
の
郡
よ
り
二
八
㌽
、
県
平
均
よ
り
一
四
㌽
も
低
か
っ
た
。
二
五
年
に
は
四
二
％
に
上
が
っ
た
が
、
最
高
の
郡
よ
り
一
八
㌽
、
県
平
均
よ
り
一
〇
㌽
低
か
っ
た
。
三
五
年
に
至
っ
て
も
、
県
下
で
日
田
郡
の
み
九
〇
％
台
に
届
か
な
か
っ
た
）
11
（
。
大
分
県
の
就
学
率
は
明
治
三
四
年
ま
で
全
国
平
均
よ
り
低
い
状
況
が
続
い
た
か
ら
、
日
田
郡
は
全
国
的
に
み
て
も
劣
悪
だ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
し
て
や
上
級
学
校
へ
の
進
学
希
望
も
低
か
っ
た
。
明
治
二
九
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
田
郡
で
は
高
等
小
学
校
二
学
年
を
終
え
た
男
子
生
徒
一
六
四
名
の
う
ち
中
学
校
へ
入
学
を
希
望
す
る
の
が
わ
ず
か
八
名
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
）
11
（
。
つ
ま
り
、
日
田
郡
民
の
教
育
要
求
度
は
、
高
等
小
学
校
ま
で
で
十
分
だ
と
い
う
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
　
も
ち
ろ
ん
中
等
教
育
以
上
を
目
指
す
人
び
と
が
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
高
等
小
学
校
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
明
治
二
九
年
ま
で
に
日
田
・
玖
珠
両
郡
で
輩
出
し
た
卒
業
生
一
七
四
名
の
う
ち
八
〇
名
は
上
級
学
校
に
進
学
し
た
。
そ
の
進
学
先
は
、
県
内
で
は
大
分
尋
常
中
学
校
（
二
三
名
）、
県
外
で
は
東
京
帝
国
大
学
（
五
名
）
の
ほ
か
、
熊
本
九
州
学
院
（
七
名
）、
長
崎
の
第
五
高
等
学
校
医
学
部
（
三
名
）、
― （（―
愛
知
医
学
校
（
三
名
）
な
ど
の
医
学
系
を
中
心
に
一
二
府
県
四
〇
校
に
及
ん
だ
）
11
（
。
明
治
三
三
年
の
大
分
県
内
の
中
学
校
生
徒
数
を
郡
別
に
み
る
と
、
日
田
郡
の
そ
れ
は
最
も
少
な
い
な
が
ら
三
三
名
で
あ
っ
た
）
11
（
。
日
田
郡
に
お
い
て
中
等
教
育
に
進
む
の
は
、
他
郡
他
県
に
出
て
行
く
財
力
を
持
っ
た
一
部
の
富
裕
層
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
　
本
稿
で
た
ど
っ
て
き
た
明
治
期
の
咸
宜
園
に
つ
い
て
、
役
割
と
衰
退
・
閉
鎖
の
要
因
の
観
点
か
ら
ま
と
め
て
お
こ
う
。
　
明
治
一
三
年
の
瓊
林
義
塾
開
校
か
ら
一
八
年
の
咸
宜
園
開
校
直
後
の
時
代
は
、漢
学
教
育
へ
の
需
要
の
高
ま
り
を
社
会
的
背
景
と
し
て
、
淡
窓
時
代
を
踏
襲
し
た
教
育
を
お
こ
な
う
こ
と
で
独
自
性
を
発
揮
で
き
た
。
公
教
育
の
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
普
通
学
科
教
育
を
担
う
小
学
校
や
中
学
校
と
棲
み
分
け
な
が
ら
、
漢
学
を
教
育
す
る
と
い
う
役
割
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
　
明
治
一
九
年
以
降
は
、
英
語
教
育
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
「
中
学
校
令
」
を
機
に
府
県
一
校
体
制
が
続
い
た
。
大
分
県
下
で
も
二
六
年
ま
で
大
分
尋
常
中
学
校
（
大
分
郡
所
在
）
に
限
ら
れ
た
。
咸
宜
園
で
は
、
同
じ
日
田
郡
内
に
あ
っ
た
教
英
中
学
校
が
廃
校
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
蔵
書
を
借
用
し
て
生
徒
の
一
部
を
受
け
入
れ
、
英
語
と
数
学
の
教
授
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
は
、
中
学
校
に
代
わ
っ
て
普
通
学
科
を
教
育
す
る
学
校
へ
と
改
革
を
目
指
し
た
。
咸
宜
園
は
漢
学
専
門
か
ら
脱
却
し
て
塾
生
を
増
や
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
同
時
期
の
日
田
に
学
思
義
塾
や
日
田
郡
高
等
小
学
校
が
存
立
し
た
こ
と
か
ら
、
生
徒
は
分
散
し
た
。
そ
れ
で
も
三
校
は
役
割
を
分
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
均
衡
を
保
っ
た
。
学
思
義
塾
は
淡
窓
を
踏
襲
し
た
漢
学
教
育
に
徹
し
、
咸
宜
園
は
公
立
学
校
に
就
学
で
き
な
い
一
四
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
塾
生
の
な
か
に
は
、
退
塾
後
に
上
京
し
て
英
吉
利
法
律
学
校
な
ど
に
進
学
し
た
者
を
確
認
で
き
る
）
12
（
。
一
時
的
に
せ
よ
咸
宜
園
は
上
級
学
校
に
接
続
す
る
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。
塾
生
の
進
路
の
全
体
的
な
傾
向
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
　
明
治
二
一
年
の
八
月
頃
に
は
、
普
通
学
科
は
遠
く
及
ば
ず
、
英
語
・
数
学
の
教
育
で
す
ら
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。
洋
学
教
師
を
招
聘
で
― （（―
き
な
い
状
態
で
は
、
従
来
の
漢
学
専
門
に
戻
る
し
か
な
か
っ
た
。
明
治
期
の
咸
宜
園
を
支
え
る
主
軸
で
あ
っ
た
菽
村
が
死
去
す
る
と
咸
宜
園
も
終
わ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
明
治
二
九
年
に
再
開
さ
れ
た
。
も
は
や
全
国
的
に
漢
学
塾
は
斜
陽
の
時
代
に
入
っ
て
い
た
か
ら
、
ま
も
な
く
完
全
閉
鎖
さ
れ
た
の
は
自
然
な
結
末
で
あ
る
。
　
咸
宜
園
の
衰
退
、
閉
鎖
の
要
因
と
し
て
は
、
慢
性
的
な
資
金
不
足
や
そ
れ
と
関
連
し
て
普
通
学
科
を
担
う
教
師
を
招
聘
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
日
田
郡
民
の
教
育
要
求
度
が
低
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
咸
宜
園
は
、
淡
窓
が
教
授
に
専
念
し
、
独
特
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
こ
と
で
、
全
国
か
ら
入
門
者
を
集
め
て
拡
大
発
展
し
た
。
軌
を
一
に
し
て
広
瀬
本
家
が
掛
屋
と
し
て
著
し
い
成
長
を
遂
げ
た
）
1（
（
こ
と
か
ら
、
咸
宜
園
は
本
家
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
で
安
定
し
た
経
営
が
お
こ
な
わ
れ
、
青
邨
や
林
外
へ
と
継
承
さ
れ
た
。
し
か
し
、
明
治
七
年
に
林
外
が
死
去
し
、
広
瀬
本
家
も
廃
藩
置
県
前
後
の
変
動
に
よ
っ
て
経
営
規
模
が
急
激
に
縮
小
し
た
）
11
（
た
め
、
咸
宜
園
は
閉
鎖
さ
れ
た
。
咸
宜
園
は
天
領
日
田
と
運
命
を
共
に
し
た
と
い
え
よ
う
。
　
広
瀬
（
淡
窓
）
家
の
家
塾
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
と
異
な
り
、
明
治
期
は
旧
門
人
ら
に
よ
る
醵
金
と
評
議
に
よ
っ
て
義
塾
と
し
て
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
塾
の
性
格
が
大
き
く
変
わ
っ
た
が
、
日
田
に
は
再
興
後
の
咸
宜
園
を
維
持
す
る
だ
け
の
経
済
力
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
旧
門
人
の
間
に
は
広
瀬
家
の
校
主
を
望
む
声
が
強
か
っ
た
が
、
長
く
日
田
を
離
れ
て
い
た
青
邨
は
帰
ら
ず
、
貞
文
は
数
年
で
咸
宜
園
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
明
治
時
代
の
咸
宜
園
は
、
旧
門
人
ら
の
熱
意
で
再
興
さ
れ
た
も
の
の
、
実
態
と
の
歯
車
が
噛
み
合
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。註
（
（
）
海
原
徹
『
広
瀬
淡
窓
と
咸
宜
園
―
こ
と
ご
と
く
皆
宜
し
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
八
年
、
ⅰ
頁
。
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
監
修
『
図
説
咸
宜
園
―
近
世
最
大
の
私
塾
―
』
日
田
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
。
（
（
）
咸
宜
園
に
関
す
る
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、三
澤
勝
己
「
広
瀬
淡
窓
研
究
史
試
論
」（『
國
學
院
雜
誌
』
八
六
（
六
）、
一
九
八
五
年
）
や
田
中
加
代
「
広
瀬
淡
窓
研
究
と
そ
の
課
題
」（『
広
瀬
淡
窓
の
研
究
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
三
年
、
序
章
）
に
整
理
― （（―
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、『
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
二
～
八
（
二
〇
一
三
年
～
二
〇
一
九
年
）
の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
た
「
咸
宜
園
関
係
参
考
文
献
」
に
よ
っ
て
把
握
で
き
る
。
（
（
）
本
稿
で
は
、
明
治
一
三
年
の
瓊
林
義
塾
開
校
を
以
て
咸
宜
園
再
興
と
と
ら
え
る
。
明
治
一
二
年
に
園
田
謙
吾
（
一
八
三
四
―
九
〇
、
号
は
鷹
城
）
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
と
す
る
中
島
市
三
郎
の
説
（
中
島
市
三
郎
著
・
中
島
三
夫
編
『
咸
宜
園
教
育
発
達
史
』
中
島
国
夫
、
一
九
七
三
年
、
二
〇
二
～
二
〇
三
頁
）
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
採
用
し
な
い
。
中
島
は
、
明
治
二
三
年
に
発
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
咸
宜
園
』
第
一
集
の
「
沿
革
略
及
雑
事
」
に
「
明
治
十
二
年
ニ
至
リ
門
人
園
田
謙
吾
村
上
姑
南
相
継
テ
再
ヒ
瓊
林
荘
ヲ
開
キ
遺
規
ニ
因
テ
生
徒
ニ
授
ク
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
園
田
鷹
城
婢
文
（
大
分
県
玖
珠
郡
玖
珠
町
末
広
神
社
「
園
田
鷹
城
先
生
之
婢
」）
に
日
田
で
五
年
間
に
わ
た
っ
て
開
塾
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
園
田
鷹
城
を
第
六
代
塾
主
に
措
定
し
て
い
る
。
ま
た
、『
月
隈
教
育
百
年
史
』
に
も
、「
五
岳
上
人
は
、
そ
れ
ら
の
人
々
に
頼
ま
れ
、
園
田
鷹
城
に
請
う
て
正
式
に
県
に
も
届
け
、
第
六
代
宜
園
教
授
と
な
っ
て
も
ら
い
再
興
を
図
っ
た
」（「
月
隈
教
育
百
年
史
」
編
集
部
編
『
月
隈
教
育
百
年
史
』
日
田
市
立
月
隈
小
学
校
、
一
九
七
五
年
、
六
六
頁
）
と
あ
る
。
　
 　
 　
中
島
が
あ
げ
た
二
つ
の
根
拠
以
外
に
も
、
明
治
二
七
年
に
発
行
さ
れ
た
小
野
藤
太
『
日
田
歴
史
』（
小
野
藤
太
発
行
）
に
「
咸
宜
園
ハ
廃
藩
ノ
時
、
一
旦
廃
塾
セ
シ
ガ
、
明
治
十
二
年
ヨ
リ
淡
窓
先
生
ノ
門
人
、
園
田
謙
吾
、
村
上
姑
南
、
相
継
デ
書
生
ヲ
教
ヘ
」（
四
五
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
咸
宜
園
』
は
咸
宜
園
関
係
者
に
よ
っ
て
発
刊
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
り
、
小
野
藤
太
は
豆
田
小
学
校
教
員
の
時
に
広
瀬
家
に
直
接
取
材
に
赴
い
て
い
る
（「
明
治
二
十
七
年
日
記
」（
廣
瀬
資
料
館
所
蔵
、
（（-
（-
（（
）
の
一
月
二
九
日
条
）
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
は
信
頼
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
鷹
城
が
咸
宜
園
の
教
師
を
勤
め
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
　
 　
 　
大
分
県
の
学
事
年
報
や
統
計
書
に
も
明
治
一
二
年
に
咸
宜
園
が
再
興
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。「
旧
幕
府
領
地
内
家
塾
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
、
（（-
（（（
、
（（-
（（（
）
に
「
明
治
十
一
二
年
ニ
至
リ
、
門
人
某
再
ヒ
瓊
林
荘
ヲ
開
キ
」
と
あ
っ
て
、
鷹
城
の
名
は
な
い
も
の
の
、
明
治
一
一
年
か
一
二
年
に
瓊
林
荘
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
学
事
年
報
諸
表
」（
複
製
本
、
大
分
県
公
文
書
館
所
蔵
、（00（0（（0（（
）
に
掲
載
さ
れ
た
明
治
一
一
年
の
大
分
県
管
内
私
学
校
表
の
な
か
に
瓊
林
荘
は
な
い
。
以
上
を
勘
案
し
て
、
本
稿
で
は
、
咸
宜
園
再
興
を
明
治
一
三
年
と
す
る
。
（
（
）
中
島
市
三
郎
は
、
文
化
一
四
年
開
設
時
か
ら
明
治
三
〇
年
閉
鎖
時
ま
で
の
咸
宜
園
教
師
を
、
初
代
淡
窓
→
二
代
旭
荘
→
三
代
青
邨
→
四
― （（―
代
林
外
→
五
代
唐
川
即
定
→
六
代
園
田
鷹
城
→
七
代
村
上
姑
南
→
八
代
広
瀬
濠
田
→
九
代
諌
山
菽
村
→
一
〇
代
勝
屋
明
浜
と
一
貫
し
て
塾
主
と
と
ら
え
て
い
る
（
前
掲
註
３
、
二
〇
二
～
二
一
四
頁
）。
し
か
し
、
江
戸
期
に
広
瀬
（
淡
窓
）
家
の
家
業
と
し
て
伝
え
て
い
た
塾
主
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
明
治
期
の
義
塾
に
改
革
し
た
あ
と
の
校
主
と
は
全
く
性
格
が
異
な
る
。
ま
た
、
濠
田
と
菽
村
は
咸
宜
園
校
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
だ
が
、
姑
南
は
校
主
で
は
な
く
、
明
浜
の
位
置
づ
け
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
右
の
よ
う
な
と
ら
え
方
を
採
用
し
な
い
。
（
（
）
高
倉
芳
男
「
咸
宜
園
最
後
の
講
師 
勝
屋
明
浜
先
生
」『
大
分
県
地
方
史
』
五
六
、
一
九
七
〇
年
。
森
眞
理
子
『
咸
宜
園
塾
頭
諌
山
菽
村
宛
来
簡
の
書
誌
的
研
究
』（
平
成
三
・
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
一
般
研
究
Ｃ
研
究
成
果
報
告
書
）、
一
九
九
五
年
。
森
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
日
田
市
で
諫
山
菽
村
関
連
書
簡
・
文
書
が
約
三
〇
〇
点
発
見
さ
れ
た
と
い
う
が
、
現
在
、
日
田
市
に
お
い
て
史
料
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
溝
田
直
己
「
史
料
紹
介
「
広
瀬
青
邨
文
庫
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
）
に
み
る
咸
宜
園
関
係
の
新
出
史
料
に
つ
い
て
」『
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
七
、
二
〇
一
八
年
。
（
（
）
入
江
宏
「
明
治
前
期
「
漢
学
塾
」
の
基
本
的
性
格
」
幕
末
維
新
期
漢
学
塾
研
究
会
・
生
馬
寛
信
編
『
幕
末
維
新
期
漢
学
塾
の
研
究
』
溪
水
社
、
二
〇
〇
三
年
。
池
田
雅
則『
私
塾
の
近
代
―
越
後
・
長
善
館
と
民
の
近
代
教
育
の
原
風
景
―
』東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
。
明
治
期
の
私
塾
に
関
す
る
研
究
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
千
原
勝
美
「
明
治
初
期
漢
学
塾
の
様
態
と
そ
の
性
格
」
漢
魏
文
化
研
究
会
編
『
東
洋
学
論
集　
内
野
博
士
還
暦
記
念
』
漢
魏
文
化
研
究
会
、
一
九
六
四
年
。
星
野
三
雪
「
私
塾
「
大
江
義
塾
」
の
教
育
活
動
と
そ
の
特
質
」『
教
育
学
研
究
』
四
四
―
一
、
一
九
七
七
年
。
神
辺
靖
光
『
日
本
に
お
け
る
中
学
校
形
成
史
の
研
究　
明
治
初
期
編
』
多
賀
出
版
、
一
九
九
三
年
。M
argaret M
ehl
「
明
治
時
代
の
教
育
に
お
け
る
漢
学
塾
の
役
割
」
張
寶
三
・
楊
儒
賓
編
『
日
本
漢
学
研
究
初
探
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
二
年
。
小
久
保
明
浩
『
塾
の
水
脈
』
武
蔵
野
美
術
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
四
年
。
関
口
直
佑
「
明
治
初
期
に
お
け
る
東
京
の
私
塾
―
同
人
社
を
中
心
と
し
て
―
」『
社
学
研
論
集
』
一
二
、
二
〇
〇
八
年
。
川
原
健
太
郎
「
近
代
の
私
塾
に
お
け
る
同
窓
生
の
研
究
―
奚
疑
塾
を
対
象
と
し
て
―
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
一
八
―
二
、
二
〇
一
一
年
。
（
（
）
高
野
澄
「
咸
宜
園
―
広
瀬
淡
窓
―
」
奈
良
本
辰
也
編
『
日
本
の
私
塾
』
淡
交
社
、
一
九
六
九
年
、
一
三
四
頁
。
杉
本
勲
「
豊
後
日
田
の
広
瀬
家
史
料
の
調
査
に
よ
せ
て
」『
日
本
歴
史
』
二
七
二
、
一
九
七
一
年
、
一
三
四
頁
。
（
（
）
日
田
郡
教
育
会
編
『
増
補
淡
窓
全
集
』
上
・
中
・
下
巻
、
思
文
閣
、
一
九
七
一
年
（
復
刻
版
）。
入
門
簿
の
ほ
か
に
、
淡
窓
日
記
や
規
約
も
『
増
補
淡
窓
全
集
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
淡
窓
日
記
と
い
う
場
合
に
は
、『
増
補
淡
窓
全
集
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
― （（―
（
（
）
財
団
法
人
廣
瀬
資
料
館
先
賢
文
庫
の
史
料
は
、
広
瀬
家
蔵
書
と
咸
宜
園
蔵
書
に
分
け
て
『
広
瀬
先
賢
文
庫
目
録
』（
広
瀬
貞
雄
監
修
、
中
村
幸
彦
・
井
上
敏
幸
編
、
広
瀬
先
賢
文
庫
、
一
九
九
五
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
広
瀬
家
蔵
書
は
さ
ら
に
家
宝
書
と
一
般
書
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
使
用
す
る
の
は
家
宝
書
の
う
ち
の
「
広
瀬
本
家
日
記
」（
（（-
（
）、「
源
兵
衛
雑
記
広
瀬
家
記
筆
写
」（
（（-
（
）、「
林
外
日
記
」（
（-
（-
（
）、「
塾
則
・
咸
宜
園
規
約
」（
（（-
（（-
（
）、「
元
教
英
中
学
校
書
籍
借
用
之
儀
ニ
付
御
願
」（
（（-
（（-
（
）、「
咸
宜
園
十
年
維
持
有
志
簿
」（
（（-
（（-
（
）
な
ど
で
あ
る
（　
）
内
は
、
各
史
料
の
架
蔵
番
号
を
示
す
。
以
下
同
様
）。「
広
瀬
本
家
日
記
」
に
つ
い
て
は
、「
明
治
十
三
年
日
記
」（
（（-
（-
（
）
か
ら
「
明
治
二
十
七
年
日
記
」（
（（-
（-
（（
）（
函
架
番
号
は
、
葊
瀬
貞
雄
監
修
、
中
村
幸
彦
・
井
上
敏
幸
編
『
廣
瀬
先
賢
文
庫
家
宝
書
詳
細
目
録
』
葊
瀬
先
賢
文
庫
、
二
〇
一
八
年
に
よ
る
）
を
使
用
し
た
。「
塾
則
・
咸
宜
園
規
約
」
以
下
三
史
料
に
つ
い
て
は
、鈴
木
理
恵
『
咸
宜
園
系
譜
塾
の
展
開
に
関
す
る
実
証
的
研
究
―
西
日
本
を
中
心
と
し
て
―
』（
平
成
二
五
年
度
～
二
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ｃ
研
究
成
果
報
告
書
）、
二
〇
一
八
年
、
一
一
二
～
一
一
五
頁
、
一
一
六
頁
、
一
二
三
頁
に
翻
刻
し
た
。
　
 　
 　
国
文
学
研
究
資
料
館
広
瀬
青
邨
文
庫
の
史
料
は
、
青
邨
子
孫
の
吉
川
孔
敏
氏
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
広
瀬
青
邨
文
庫
に
つ
い
て
詳
し
く
は
大
野
雅
之
「（
史
料
紹
介
）「
淡
窓
先
生
手
書
克
己
篇
」
に
み
る
廣
瀬
淡
窓
の
苦
悩
―
末
弟
旭
荘
の
こ
と
―
」（『
史
料
館
研
究
紀
要
』
一
五
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。
本
稿
で
使
用
す
る
の
は
、「
旧
幕
府
領
地
内
家
塾
」（
（（-
（（（
、
（（-
（（（
）、「
冝
園
再
興
保
存
ノ
儀
ニ
付
淡
窓
先
生
門
下
諸
君
江
相
談
書
」（
（（-
（（（
）、「
咸
宜
園
学
則
」（
（（-
（（（
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、田
中
晃
「
宜
園
雑
記
」
（『
敬
天
』
一
二
、
一
九
八
三
年
）
四
四
～
四
六
頁
、
溝
田
直
己
前
掲
註
５
の
七
四
～
七
五
頁
、
七
五
～
七
七
頁
、
七
九
～
八
七
頁
、
鈴
木
前
掲
報
告
書
の
一
一
〇
頁
、
一
一
六
～
一
二
二
頁
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
　
 　
 　
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
る
史
料
は
、
村
上
姑
南
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
本
稿
で
は
「
瓊
林
義
塾
入
門
簿
」、「
庚
辰
改
正
瓊
林
義
塾
規
則
」、「
姑
南
詩
稿
甲
壱
」、「
災
後
記
事
」
な
ど
を
使
用
す
る
。
（
（0
）
後
述
す
る
よ
う
に
、
諫
山
菽
村
ら
は
明
治
一
五
年
二
月
に
宜
園
保
存
会
を
発
足
さ
せ
て
瓊
林
塾
を
義
塾
と
し
た
。
厳
密
に
い
え
ば
、
こ
れ
以
降
を
瓊
林
義
塾
、
以
前
を
瓊
林
塾
と
し
て
区
別
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
開
校
当
時
か
ら
す
で
に
旧
門
人
ら
の
協
議
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
全
期
間
を
通
じ
て
「
瓊
林
義
塾
」
の
名
称
を
採
用
す
る
。
（
（（
）
明
治
一
五
年
二
月
「
冝
園
再
興
保
存
ノ
儀
ニ
付
淡
窓
先
生
門
下
諸
君
江
相
談
書
」。
（
（（
）
姑
南
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
教
育
会
編
『
大
分
県
人
物
志
』
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
六
年
、
三
五
七
～
三
五
八
頁
お
よ
び
『
増
補
淡
窓
― （（―
全
集
下
巻
』（
前
掲
註
８
）
収
載
の
淡
窓
日
記
に
よ
る
。
（
（（
）
瓊
林
義
塾
開
校
の
経
緯
は
、「
姑
南
詩
稿
甲
壱
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）
土
方
苑
子
編
『
各
種
学
校
の
歴
史
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
四
三
頁
。
（
（（
）「
瓊
林
義
塾
入
門
簿
」
は
、
原
簿
で
な
く
写
し
で
あ
る
。
一
〇
行
罫
紙
に
、
ひ
と
り
に
つ
き
二
行
に
わ
た
っ
て
、
入
門
年
月
日
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
紹
介
人
名
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
写
し
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
使
用
す
る
。
（
（（
）『
明
治
十
六
年
大
分
県
統
計
書
』
に
よ
れ
ば
、
一
三
年
の
生
徒
数
は
三
〇
名
と
記
さ
れ
て
い
る
（
表
１
参
照
）
こ
と
か
ら
、「
瓊
林
義
塾
入
門
簿
」
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
入
門
者
が
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
大
分
県
の
統
計
書
や
学
事
年
報
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
し
た
。
（
（（
）
明
治
一
三
年
二
月
二
八
日
に
開
校
し
（「
明
治
十
三
年
日
記
」
同
日
条
）、
一
四
年
六
月
二
九
日
に
校
舎
が
落
成
す
る
ま
で
授
業
は
咸
宜
園
跡
で
お
こ
な
わ
れ
た
（
高
倉
芳
男
「
教
英
中
学
の
研
究
」『
日
田
文
化
』
一
六
、
一
九
七
三
年
、
四
一
頁
。「
月
隈
教
育
百
年
史
」
編
集
部
編
前
掲
註
３
、六
七
頁
）。
（
（（
）「
瓊
林
義
塾
入
門
簿
」
の
表
紙
に
「
欲
興
瓊
林
塾
也
、
初
寓
上
手
農
戸
山
某
宅
、
而
移
旧
山
本
院
大
蔵
氏
而
卜
居
旧
官
府
外
、
遂
来
住
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
明
治
十
四
年
日
記
」
四
月
一
日
・
二
三
日
条
。
ま
た
、
同
日
記
の
六
月
六
日
条
に
は
「
村
上
塾
」
が
「
下
中
城
旧
冝
園
」
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）「
明
治
十
三
年
日
記
」
五
月
一
五
日
条
。
明
治
七
年
に
作
成
さ
れ
た
目
録
に
よ
れ
ば
、
咸
宜
園
蔵
書
は
約
五
〇
〇
〇
冊
に
達
し
た
（
咸
宜
園
蔵
書
に
つ
い
て
は
前
掲
註
９
鈴
木
理
恵
報
告
書
を
参
照
）。
瓊
林
義
塾
に
貸
し
出
さ
れ
た
書
籍
の
冊
数
は
不
明
だ
が
、
一
六
箱
に
及
ん
だ
。
（
（0
）
淡
窓
日
記
の
天
保
一
二
年
三
月
五
日
条
に
新
令
（「
職
掌
規
約
」「
職
掌
告
喩
」「
改
正
規
約
」）
を
頒
布
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
辛
丑
改
正
規
則
」
は
、
中
島
市
三
郎
に
よ
っ
て
『
教
聖
廣
瀬
淡
窓
の
研
究
』（
増
補
改
訂
版
）（
第
一
出
版
協
会
、
一
九
三
七
年
）
の
巻
末
増
補
部
分
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）「
辛
丑
改
正
規
則
」
に
あ
っ
て
瓊
林
義
塾
で
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
職
任
で
一
則
、
飲
食
で
五
則
、
出
入
・
用
財
で
各
一
則
、
雑
で
二
則
で
あ
る
。
出
入
の
「
導
引
之
者
ハ
夜
行
願
相
済
候
上
出
ハ
舎
長
ニ
届
ケ
帰
リ
深
更
ニ
及
ビ
候
ハ
バ
夜
番
ニ
届
ケ
着
帳
可
致
事
、
但
昼
出
テ
夜
帰
ル
モ
為
同
様
事
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
削
除
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
― （（―
（
（（
）
山
本
佐
貴
「
咸
宜
園
に
お
け
る
漢
詩
講
釈
の
展
開
」『
教
育
学
研
究
紀
要
』
四
五
（
一
）、
一
九
九
九
年
。
（
（（
）
広
瀬
恒
太
『
日
田
御
役
所
か
ら
日
田
県
へ
』（
帆
足
コ
ウ
、
一
九
六
九
年
）
第
二
部
第
三
項
口
絵
（
五
五
）
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
③
「
教
英
中
学
入
学
願
書
と
許
可
」
に
よ
る
。
貞
治
は
明
治
一
六
年
五
月
に
瓊
林
義
塾
に
入
門
し
た
。
一
八
年
以
降
も
咸
宜
園
に
継
続
し
て
通
い
（「
明
治
十
八
年
日
記
」
三
月
一
日
・
九
月
一
日
条
）、
教
英
中
学
校
入
学
時
に
は
三
級
上
を
卒
業
し
て
い
た
。
（
（（
）
学
制
期
に
各
地
で
そ
う
し
た
修
学
ス
タ
イ
ル
が
あ
っ
た
こ
と
は
小
久
保
明
浩
「
学
校
教
育
制
度
の
成
立
と
塾
」（
前
掲
註
６
『
塾
の
水
脈
』）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）
漢
文
訓
読
体
が
公
式
文
書
に
採
用
さ
れ
て
広
が
り
を
み
せ
た
こ
と
や
、
そ
れ
と
関
連
し
て
師
範
学
校
の
入
学
試
験
を
は
じ
め
と
す
る
諸
試
験
に
漢
文
が
課
さ
れ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
千
原
勝
美
「
漢
籍
・
読
書
・
漢
文
考
」『
中
国
文
化
：
漢
文
学
会
会
報
』
四
二
、
一
九
八
四
年
）。
ま
た
、
猪
口
篤
志
は
、
明
治
の
前
半
期
に
漢
詩
壇
が
活
況
を
呈
し
た
と
し
て
そ
の
理
由
を
、
当
時
の
著
名
人
が
よ
く
詩
を
つ
く
っ
た
こ
と
、
私
塾
の
成
立
と
詩
社
の
林
立
が
み
ら
れ
た
こ
と
、
漢
詩
を
発
表
す
る
出
版
物
（
雑
誌
・
詩
集
・
新
聞
な
ど
）
が
増
え
た
こ
と
、
中
国
と
の
交
通
が
開
け
て
人
士
の
往
来
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
、
と
し
て
い
る
（『
日
本
漢
文
学
史
』
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
）。
（
（（
）
池
田
雅
則
前
掲
註
６
、
八
一
頁
。
（
（（
）
史
料
の
冒
頭
に
「
壬
午
三
月
十
五
日
達
五
岳
到
来
柬
添
ヒ
ノ
規
則
書
也
、
山
梨
県
寓
居
中
儀
範
治
」
と
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）「
広
瀬
本
家
日
記
」（「
明
治
十
五
年
日
記
」
～
「
明
治
二
十
二
年
日
記
」）、
千
原
藤
一
郎
「
日
記
」（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
所
蔵
、
千
原
家
文
書（（（（
、（（（（
、（（（（
）、
村
上
姑
南
日
記
「
災
後
記
事
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
五
年
四
月
、
同
一
六
年
八
月
・
一
二
月
、
同
一
七
年
一
〇
月
、
同
一
八
年
一
月
・
八
月
、
同
二
〇
年
五
月
・
九
月
、
同
二
二
年
二
月
に
会
合
が
開
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
千
原
家
は
、
江
戸
時
代
に
は
日
田
の
掛
屋
で
森
・
小
倉
・
島
原
藩
な
ど
の
御
用
達
を
勤
め
た
豪
商
で
あ
っ
た
が
、
明
治
時
代
以
降
は
養
蚕
伝
習
所
、
炭
田
、
釧
路
木
挽
所
、
書
画
売
買
な
ど
の
諸
事
業
で
家
の
再
興
を
は
か
っ
た
（
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
施
設
編
『
九
州
文
化
史
研
究
所
所
蔵
古
文
書
目
録
十
（
千
原
家
文
書
一
）』
九
州
大
学
文
学
部
附
属
九
州
文
化
史
研
究
施
設
、
一
九
七
九
年
、
凡
例
）。
（
（（
）「
明
治
十
七
年
日
記
」
の
遊
紙
の
あ
と
に
、
印
刷
さ
れ
た
同
史
料
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
（
（0
）
明
治
一
四
年
・
一
五
年
・
一
六
年
の
大
分
県
年
報
（『
文
部
省
第
九
年
報
二
冊
』
六
三
一
頁
、『
文
部
省
第
十
年
報
二
冊
』
七
三
九
頁
、『
文
部
省
第
十
一
年
報
二
冊
』
七
二
八
頁
。
い
ず
れ
も
文
部
省
編
、
宣
文
堂
、
一
九
六
六
年
（
復
刻
版
）
。
― （（―
（
（（
）
千
原
藤
一
郎
「
日
記
」（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
所
蔵
、
千
原
家
文
書（（（（
）
八
月
二
三
日
・
三
〇
日
条
。
（
（（
）「
明
治
十
七
年
日
記
」
一
〇
月
一
一
日
条
。
村
上
姑
南
が
教
師
を
勤
め
た
時
期
に
つ
い
て
、
中
島
市
三
郎
は
明
治
一
五
年
ま
で
の
二
年
間
と
し
、
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
も
こ
れ
を
採
っ
て
い
る
（
中
島
市
三
郎
前
掲
註
３
、
二
〇
四
頁
。
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
監
修
前
掲
註
１
、四
三
頁
）。
広
瀬
恒
太
は
、
明
治
一
七
年
ま
で
と
す
る
が
、
そ
の
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
（
前
掲
註
（（
、
二
一
七
頁
）。
し
か
し
、本
稿
で
見
た
よ
う
に
広
瀬
貞
文
が
咸
宜
園
を
再
興
す
る
前
年
の
一
七
年
ま
で
姑
南
が
教
師
を
継
続
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
（
（（
）『
大
分
県
統
計
書
』
に
よ
れ
ば
、
学
思
義
塾
の
一
九
年
の
生
徒
数
は
四
〇
名
、
二
〇
年
は
三
〇
名
、
二
一
年
は
二
六
名
、
二
二
年
は
二
三
名
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
学
思
義
塾
の
明
治
二
一
年
六
月
の
月
旦
評
が
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
監
修
前
掲
註
１
、
六
一
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）
菽
村
は
明
治
一
五
年
一
一
月
に
上
京
し
て
い
る
（「
源
兵
衛
雑
記
広
瀬
家
記
筆
写
」。
千
原
藤
一
郎
「
日
記
」、
九
州
大
学
記
録
資
料
館
所
蔵
、
千
原
家
文
書（（（（
）
こ
と
か
ら
、
史
料
２
の
書
状
は
、
そ
の
後
に
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
（（
）
中
島
市
三
郎
前
掲
註
３
、
二
〇
七
頁
。
こ
の
書
状
に
つ
い
て
、
中
島
は
所
蔵
先
や
作
成
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
一
切
記
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
史
料
的
価
値
に
疑
問
が
残
る
が
、
当
時
の
内
実
を
知
る
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
の
で
本
稿
で
は
あ
え
て
使
用
し
た
。
（
（（
）
青
邨
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
吉
川
孔
敏
編
・
発
行
『
廣
瀬
青
邨
詩
鈔
』、
一
九
七
〇
年
に
よ
る
。
東
宜
園
に
つ
い
て
は
、
田
中
晃
「
東
宜
園
規
則
及
び
入
門
簿
」『
敬
天
』
八
、
一
九
七
九
年
お
よ
び
宮
崎
修
多
「
私
塾
本
立
書
院
（
東
宜
園
）」『
江
戸
文
学
』
二
一
、
一
九
九
九
年
を
参
照
。
（
（（
）
吉
富
復
軒
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
淡
窓
日
記
、
安
政
三
年
「
林
外
日
記
」、「
吉
富
復
軒
先
生
小
伝
」（
浮
羽
史
談
会
編
・
発
行
『
浮
羽
先
哲
遺
芳
』、
一
九
一
五
年
、
五
三
・
五
四
丁
）
に
よ
る
。
（
（（
）
濠
田
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
に
提
出
さ
れ
た
「
学
校
主
変
更
ニ
付
伺
」
に
添
付
さ
れ
た
履
歴
書
や
「
改
称
御
届
」（「
明
治
十
八
年 
諸
届
書 
学
務
課
」、
大
分
県
公
文
書
館
所
蔵
、（00（0（（（（0
）、
広
瀬
恒
太
前
掲
註
（（
の
二
二
四
頁
、「
明
治
十
八
年
日
記
」
一
月
一
二
日
条
に
よ
る
。
（
（（
）「
明
治
十
八
年
日
記
」
二
月
一
〇
日
・
二
二
日
条
。
（
（0
）「
明
治
十
八
年
日
記
」
三
月
一
一
日
条
。
（
（（
）『
愛
媛
県
人
物
名
鑑
第
一
輯
松
山
市
・
温
泉
郡
之
部
』
海
南
新
聞
社
、
一
九
二
三
年
、
一
五
一
頁
（
竹
内
菊
五
郎
）。
― （0―
（
（（
）
咸
宜
園
の
年
間
入
門
者
数
の
推
移
は
、
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
監
修
前
掲
註
１
、八
四
頁
「
入
門
年
別
の
内
訳
」
に
よ
る
。
瓊
林
義
塾
か
ら
咸
宜
園
に
移
っ
た
塾
生
に
つ
い
て
は
、「
瓊
林
義
塾
入
門
簿
」
と
咸
宜
園
の
入
門
簿
を
対
照
し
て
共
通
す
る
塾
生
数
を
導
き
出
し
た
。
（
（（
）
菽
村
は
、「
明
治
十
四
年
日
記
」
四
月
四
日
条
に
よ
れ
ば
、
瓊
林
義
塾
に
お
い
て
講
釈
を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、「
明
治
二
十
一
年
日
記
」四
月
二
九
日
条
に「
諌
山
矢
野
両
教
師
及
ひ
冝
園
諸
生
不
残
長
谷
東
上
ニ
付
及
離
盃
」と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
長
谷
」
と
い
う
教
師
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
（
（（
）
昆
江
が
咸
宜
園
に
来
た
こ
と
は
、「
源
兵
衛
雑
記
広
瀬
家
記
筆
写
」
明
治
一
八
年
九
月
三
〇
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
昆
江
先
生
墓
碑
銘
」
に
「
明
治
十
八
年
、
淡
門
之
徒
、
再
興
宜
園
、
衆
議
邀
先
生
為
師
、
於
是
寓
豊
後
、
所
至
皆
称
善
誘
。
十
九
年
辞
職
」（
倉
富
了
一
編
・
発
行
『
昆
江
井
上
先
生
』、
一
九
三
七
年
、
一
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）「
塾
則
・
咸
宜
園
規
約
」
の
表
紙
に
貼
付
さ
れ
た
紙
片
に
「
本
塾
則
ハ
貞
文
ノ
筆
書
セ
ル
モ
ノ
ニ
テ
明
治
十
八
年
仝
人
ノ
咸
宜
園
再
興
時
ニ
其
塾
則
ト
シ
テ
調
査
セ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
（
昭
和
二
年
三
月
査
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）
麻
生
千
明
「
明
治
（0
年
代
に
お
け
る
高
等
小
学
校
英
語
科
の
実
施
状
況
と
存
廃
を
め
ぐ
る
論
説
動
向
」『
弘
前
学
院
大
学
・
弘
前
学
院
短
期
大
学
紀
要
』
三
二
、
一
九
九
六
年
。
（
（（
）
明
治
一
九
年
「
元
教
英
中
学
校
書
籍
借
用
之
儀
ニ
付
御
願
」。
（
（（
）
中
島
市
三
郎
は
、「
明
治
十
九
年
教
英
中
学
校
が
閉
ざ
さ
れ
る
と
、
そ
の
生
徒
の
中
、
十
二
名
の
咸
宜
園
塾
転
入
を
許
可
し
て
い
る
」（
前
掲
註
３
、
二
一
〇
頁
）
と
す
る
が
、
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
。
（
（（
）
石
田
貞
彦
と
穴
井
繁
太
の
履
歴
書
（「
銓
衡 
明
治
三
十
年
～
三
十
八
年
」、
大
分
県
公
文
書
館
所
蔵
、（（（（0（0（（（
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
石
田
貞
彦
は
咸
宜
園
入
門
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
穴
井
繁
太
履
歴
書
に
つ
い
て
は
、
池
田
雅
則
「
コ
ラ
ム 
近
代
に
お
け
る
私
塾
の
変
容
」（
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
監
修
前
掲
註
１
、
一
四
二
頁
）
が
山
口
県
文
書
館
所
蔵
の
も
の
を
紹
介
し
て
い
る
。
（
（0
）「
月
隈
教
育
百
年
史
」
編
集
部
編
前
掲
註
３
、
八
〇
・
一
三
三
頁
。
（
（（
）
二
〇
一
八
年
一
二
月
に
日
田
市
立
咸
宜
小
学
校
が
所
蔵
す
る
教
科
書
類
を
調
査
し
、「
教
英
中
学
」
の
印
記
が
あ
る
一
三
二
冊
を
旧
教
英
中
学
校
蔵
書
と
特
定
し
た
。
そ
の
な
か
で
は
、『
日
本
外
史
』『
史
記
評
林
』『
皇
朝
史
略
』
な
ど
の
歴
史
関
連
書
が
五
〇
冊
と
最
も
多
い
。
旧
教
英
中
学
校
蔵
書
に
は
英
語
や
数
学
に
関
連
す
る
書
物
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
三
二
冊
の
う
ち
英
語
関
連
書
は
一
― （（―
冊
、
数
学
関
連
書
は
四
冊
に
と
ど
ま
る
。
（
（（
）
明
治
期
再
興
後
に
購
入
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
書
籍
（
鈴
木
理
恵
「
咸
宜
園
蔵
書
目
録
対
照
表
」、
前
掲
註
９
、
（（（）
・
（（（）
頁
の
書
籍
で
、
広
瀬
青
邨
文
庫
所
蔵
の
蔵
書
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
増
補
淡
窓
全
集
下
巻
』
中
の
蔵
書
目
録
に
記
載
が
あ
る
も
の
）
の
な
か
に
洋
学
（
英
語
や
数
学
）
に
関
す
る
も
の
は
な
い
。
唯
一
『
増
補
算
法
闕
疑
抄
』
五
巻
五
冊
が
数
学
に
関
連
す
る
。
（
（（
）
明
治
二
〇
年
一
一
月
に
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
光
吉
文
龍
宛
広
瀬
濠
田
書
状
（
首
藤
助
四
郎
「
光
吉
文
龍
所
蔵
「
豊
後
日
田
広
瀬
家
関
係
書
簡
」
『
敬
天
』
九
、
一
九
八
〇
年
、
二
七
頁
）
に
「
小
生
ハ
内
務
省
警
保
局
へ
本
年
六
月
よ
り
奉
職
、
外
国
新
聞
之
飜
ト
内
地
新
聞
雑
誌
之
検
閲
ニ
従
事
致
居
候
」
と
あ
る
。
光
吉
文
龍
（
旧
名
は
森
秀
三
、
咸
宜
園
門
人
）
に
つ
い
て
は
、
溝
田
直
己
「
史
料
紹
介　
光
吉
文
龍
述
『
旭
荘
公
逝
去
前
後
ノ
日
誌
』
に
つ
い
て
」『
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
二
、
二
〇
一
三
年
を
参
照
。
（
（（
）「
明
治
二
十
年
日
記
」
五
月
一
五
日
条
。
濠
田
が
内
務
省
警
保
局
五
等
属
に
就
い
た
こ
と
は
「
源
兵
衛
雑
記
・
広
瀬
家
記
筆
写
」
明
治
二
〇
年
五
月
二
七
日
条
に
よ
る
が
、『
明
治
二
十
年
職
員
録
（
甲
）』（
内
閣
官
報
局
、
一
八
八
八
年
）
の
「
内
務
省
」
欄
に
濠
田
の
名
は
な
い
。
二
一
年
・
二
二
年
の
同
職
員
録
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
警
保
局
長
は
咸
宜
園
門
人
の
清
浦
奎
吾
で
あ
っ
た
か
ら
、
清
浦
か
ら
誘
い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
（（
）
千
原
藤
一
郎
「
日
記
」（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
所
蔵
、
千
原
家
文
書（（（（
）
明
治
二
〇
年
五
月
一
三
日
条
。
濠
田
は
、
咸
宜
園
を
去
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
光
吉
文
龍
に
宛
て
た
書
状
で
「
小
生
日
田
ヲ
去
ル
ノ
理
由
（
中
略
）
難
申
上
内
情
も
有
之
」（
首
藤
助
四
郎
前
掲
註
（（
、
二
七
頁
）
と
の
み
記
し
て
、
詳
し
い
事
情
は
語
ら
な
い
。
二
一
年
三
月
発
行
の
『
大
分
県
共
立
教
育
会
雑
誌
』
三
九
に
「
咸
宜
園
は
広
瀬
貞
文
を
校
主
と
し
諫
山
東
作
之
を
幹
理
す
」（
四
五
頁
）
と
あ
る
の
で
、
濠
田
は
こ
の
頃
ま
で
形
式
的
に
は
校
主
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、『
大
分
県
共
立
教
育
会
雑
誌
』
は
大
分
県
立
図
書
館
所
蔵
の
複
製
本
に
よ
る
。
（
（（
）
吉
田
博
嗣
「
咸
宜
園
門
下
生
略
伝
（
二
）
諫
山
菽
邨
」『
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
三
、
二
〇
一
四
年
。「
日
田
の
先
哲
」
編
集
委
員
会
編
『
日
田
の
先
哲
』
日
田
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
六
年
（
一
九
八
四
年
初
版
）、
九
五
～
九
六
頁
。
（
（（
）
矢
野
俊
彦
に
つ
い
て
は
、「
明
治
二
十
年
日
記
」
九
月
一
三
日
・
一
六
日
条
や
「
月
隈
教
育
百
年
史
」
編
集
部
編
前
掲
註
３
、
八
一
頁
に
よ
る
。
（
（（
） 『
大
分
県
共
立
教
育
会
雑
誌
』
三
七
、
三
六
頁
。
（
（（
）「
咸
宜
園
学
則
」
は
、首
藤
助
四
郎
が
紹
介
し
た
「
改
正
咸
宜
園
規
則
」（
光
吉
家
文
書
）
と
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。「
咸
宜
園
学
則
」
― （（―
は
朱
書
き
で
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
未
定
稿
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
改
正
咸
宜
園
規
則
」
は
、
首
藤
が
「
光
吉
俊
治
が
在
塾
中
、そ
の
父
で
あ
り
、か
つ
て
咸
宜
園
に
学
ん
だ
光
吉
文
竜
が
、咸
宜
園
規
則
を
写
し
と
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
」
し
て
い
る
（「
改
正
咸
宜
園
規
則
」『
敬
天
』
八
、
一
九
七
九
年
、
一
頁
）。
明
治
一
九
年
末
に
咸
宜
園
に
入
門
し
た
光
吉
俊
治
の
家
に
残
さ
れ
て
い
た
「
改
正
咸
宜
園
規
則
」
は
塾
内
に
頒
布
さ
れ
た
完
成
版
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
改
正
咸
宜
園
規
則
」
は
未
見
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
咸
宜
園
学
則
」
を
採
用
し
た
。
た
だ
し
、
首
藤
が
紹
介
し
た
光
吉
家
文
書
に
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
史
料
に
欠
け
て
い
る
咸
宜
園
学
科
課
程
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
光
吉
家
文
書
に
拠
っ
た
。
（
（0
）
四
方
一
　 
『
中
学
校
教
則
大
綱
』
の
基
礎
的
研
究
』
梓
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
五
九
頁
。
大
分
県
教
育
百
年
史
編
集
事
務
局
編
『
大
分
県
教
育
百
年
史　
第
三
巻
資
料
編
一
』
大
分
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
六
年
、
八
二
九
～
八
四
九
頁
。
（
（（
）「
大
分
中
学
校
規
則
」
は
全
五
五
条
と
は
い
え
、
一
か
条
が
細
分
化
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、「
咸
宜
園
学
則
」
よ
り
分
量
が
少
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
（
（（
）『
明
治
二
十
五
年
大
分
県
学
事
年
報
』、
二
一
頁
。
（
（（
）
矢
野
俊
彦
は
、明
治
二
一
年
五
月
～
七
月
頃
に
日
田
郡
高
等
小
学
校
の
英
語
を
週
一
六
時
間
、日
給
三
〇
銭
で
嘱
託
担
当
し
た
。
し
か
し
、
八
月
に
は
他
の
教
員
に
代
わ
っ
て
い
る
（
江
藤
弘
「
高
等
小
学
開
校
当
初
の
課
業
」『
日
田
文
化
』
三
〇
、
一
九
八
七
年
、
八
〇
頁
）
の
で
、
日
田
を
去
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
（
（（
） 
註
（（
で
述
べ
た
よ
う
に
「
咸
宜
園
学
則
」
は
、門
人
光
吉
俊
治
の
家
に
同
じ
内
容
の
「
改
正
咸
宜
園
規
則
」
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
塾
内
に
頒
布
さ
れ
て
い
た
の
は
確
か
な
よ
う
だ
。
し
か
し
、
ど
こ
ま
で
実
際
に
機
能
し
て
い
た
の
か
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
（
（（
）
日
田
市
編
・
発
行
『
日
田
市
史
』、
一
九
九
〇
年
、
五
三
九
～
五
四
〇
頁
。
（
（（
）「
明
治
二
十
二
年
日
記
」
八
月
六
日
・
二
一
日
条
に
よ
れ
ば
、
長
炗
や
横
井
忠
直
ら
か
ら
「
元
冝
園
保
存
会
金
利
子
」
一
〇
〇
円
が
送
付
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）「
源
兵
衛
雑
記
広
瀬
家
記
筆
写
」
明
治
二
四
年
四
月
一
日
条
。
明
治
二
四
年
四
月
二
一
日
付
千
原
夕
田
宛
諫
山
菽
村
書
状
（
広
瀬
恒
太
前
掲
註
（（
、
第
二
部
第
二
項
口
絵
（
四
〇
）
写
真
⑦
、
一
三
四
頁
）。
（
（（
）
入
門
簿
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
三
年
一
～
六
月
の
入
門
者
数
は
四
名
に
と
ど
ま
る
が
、
七
～
一
二
月
は
一
九
名
に
及
び
そ
の
前
後
と
比
較
し
て
入
門
者
数
が
多
い
の
で
、
学
思
義
塾
か
ら
塾
生
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
時
期
的
に
は
後
に
な
る
が
、
学
思
義
塾
の
― （（―
元
塾
生
で
咸
宜
園
に
入
門
し
た
例
と
し
て
水
谷
晋
策
が
あ
げ
ら
れ
る
。
水
谷
は
学
思
義
塾
閉
鎖
後
は
日
田
郡
有
田
簡
易
学
校
雇
教
員
と
な
っ
て
い
た
が
、
二
四
年
五
月
か
ら
同
校
勤
務
の
か
た
わ
ら
咸
宜
園
で
漢
学
を
修
め
た
（
水
谷
順
行
「
咸
宜
園
門
人
伝
（
五
）
水
谷
晋
策
の
生
涯
」『
敬
天
』
一
〇
、
一
九
八
一
年
。
た
だ
し
、
咸
宜
園
入
門
簿
に
よ
れ
ば
、
入
門
し
た
の
は
二
四
年
八
月
で
あ
っ
た
）。
（
（（
）
吉
田
博
嗣
前
掲
註
（（
、
八
七
頁
。
（
（0
）
高
倉
芳
男
前
掲
註
５
。
（
（（
）『
増
補
淡
窓
全
集
下
巻
』
の
入
門
簿
で
は
明
治
二
〇
年
六
月
以
降
の
入
門
者
一
二
名
を
濠
田
へ
の
入
門
者
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
菽
村
へ
の
入
門
者
と
み
な
し
た
。
（
（（
）咸
宜
園
全
期
間
の
入
門
者
総
数
に
し
め
る
大
分
県
域
出
身
者
の
割
合
は
約
三
六
％
で
あ
る（
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
監
修
前
掲
註
１
、
八
七
頁
の
別
表
２
「
都
道
府
県
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
も
と
に
算
出
。
別
表
２
に
は
姑
南
時
代
の
入
門
者
数
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
加
え
て
算
出
し
た
）。
（
（（
）
高
倉
芳
男
前
掲
註
５
、
八
三
頁
。
日
田
市
教
育
庁
世
界
遺
産
推
進
室
編
『
廣
瀬
淡
窓
と
咸
宜
園
―
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
と
し
て
―
』
日
田
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
、
六
二
頁
。
（
（（
）
池
田
雅
則
前
掲
註
６
、
八
一
頁
。
（
（（
）
日
田
市
編
前
掲
註
（（
、
五
六
九
頁
。
末
広
利
人
「
日
田
県
政
の
展
開
」
大
分
県
総
務
部
総
務
課
編
『
大
分
県
史　
近
代
篇
Ⅰ
』
大
分
県
、
一
九
八
四
年
、
六
五
～
六
六
頁
。
（
（（
）
日
田
市
編
前
掲
註
（（
、
五
八
三
頁
。
大
分
県
教
育
百
年
史
編
集
事
務
局
編
『
大
分
県
教
育
百
年
史　
第
一
巻
通
史
編
一
』
大
分
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
六
年
、
四
九
〇
頁
。
（
（（
）
大
分
県
教
育
百
年
史
編
集
事
務
局
編
前
掲
註
（（
、
五
二
二
頁
の
第
（（
表
に
よ
る
。
同
様
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
米
田
俊
彦
「
大
分
県
東
国
東
郡
」（『
近
代
日
本
中
学
校
制
度
の
確
立
―
法
制
・
教
育
機
能
・
支
持
基
盤
の
形
成
―
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）
二
〇
一
頁
の
第
３
―
６
表
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
（（
）
明
治
二
九
年
「
県
立
尋
常
中
学
校
設
置
ノ
義
ニ
付
願
」（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
所
蔵
、
千
原
家
文
書（（（（
）
に
よ
る
。
同
史
料
は
、
明
治
二
九
年
に
大
分
県
各
地
で
県
立
中
学
校
の
誘
致
運
動
が
展
開
さ
れ
た
と
き
に
、
日
田
・
玖
珠
両
郡
の
町
村
長
が
連
名
で
知
事
宛
に
出
し
た
請
願
書
に
添
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
年
の
『
大
分
県
通
常
会
日
記
上
』（
大
分
県
立
図
書
館
所
蔵
）
に
は
、「
現
今
他
― （（―
府
県
ニ
遊
学
セ
ル
者
員
数
ハ
（
中
略
）
日
田
郡
三
十
九
人
」（
七
丁
ウ
）
と
あ
る
。
中
学
校
設
立
問
題
に
つ
い
て
は
、
永
添
祥
多
「
明
治
中
期
・
大
分
県
会
に
お
け
る
中
学
校
論
議
―
中
学
校
設
立
問
題
を
中
心
と
し
て
―
」『
大
分
県
地
方
史
』一
六
四
、
一
九
九
六
年
を
参
照
。
（
（（
）
本
校
二
校
、
分
校
四
校
、
計
六
校
の
郡
別
生
徒
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
西
国
東
郡
七
九
、
東
国
東
郡
一
一
九
、
速
見
郡
二
〇
四
、
大
分
郡
二
五
四
、
北
海
部
郡
一
九
九
、
南
海
部
郡
四
四
、
大
野
郡
八
二
、
直
入
郡
一
九
三
、
玖
珠
郡
四
三
、
日
田
郡
三
三
、
下
毛
郡
二
三
一
、
宇
佐
郡
二
六
三
、
他
府
県
八
九
、
合
計
一
八
三
四
名
（
広
瀬
恒
太
前
掲
註
（（
、
一
六
五
～
一
六
六
頁
（
も
と
は
「
日
田
新
報
」
三
三
年
一
月
一
四
日
号
に
よ
る
）
。
（
（0
）
跡
田
直
一
（
明
治
一
八
年
五
月
入
門
）
は
明
治
二
二
年
に
上
京
し
て
英
吉
利
法
律
学
校
に
入
学
し
た
（
本
耶
馬
渓
町
史
刊
行
会
編
『
本
耶
馬
渓
町
史
』
本
耶
馬
渓
町
、
一
九
八
七
年
、
一
〇
四
五
頁
）。
ま
た
、
明
治
二
三
年
一
月
発
行
の
『
咸
宜
園
』
第
一
集
に
、
当
時
在
京
修
学
し
て
い
た
宜
園
門
下
九
名
（
多
く
は
明
治
一
八
年
か
ら
一
九
年
の
入
門
者
）
が
上
が
っ
て
い
る
。
明
治
二
七
年
八
月
発
行
の
「
日
田
新
報
」
二
四
号
（
一
八
頁
）
で
も
、
麻
生
行
三
（
一
八
年
二
月
入
門
）
が
慈
恵
医
院
医
学
校
、
平
野
円
（
一
八
年
二
月
入
門
）
が
明
治
学
院
に
進
学
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
（（
）
野
口
喜
久
雄
「
日
田
商
人
広
瀬
家
の
経
営
」
杉
本
勲
編
『
九
州
天
領
の
研
究
―
日
田
地
方
を
中
心
と
し
て
―
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
（
初
出
は
一
九
七
二
年
）。
（
（（
）
末
広
利
人
前
掲
註
（（
、
六
八
頁
。
付
記　
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
２
５
３
８
１
０
２
９
・
Ｊ
Ｐ
１
８
Ｈ
０
０
９
７
９
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
　
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
日
田
市
立
咸
宜
小
学
校
、
公
益
財
団
法
人
廣
瀬
資
料
館
、
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
大
分
県
公
文
書
館
、
大
分
県
立
図
書
館
、
九
州
大
学
記
録
資
料
館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
る
史
料
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
― （（―
